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熊野灘沿岸域における海底地形と魚何について  
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Fish schooling dynamicsin reiation to underwater topography and oceanographic  

e11Vironmentin the coastalregion of‡くumano Na（まa were studied．  

Field obscrvations were perfol・med alo11g the continentalshelf from off Mikisaki  

to off Dai6saki．Observatio三つWaS done from the SeisuilTlaru，a Mie University research  

boat，kceplng her speed atlOlくnOtS an hour．Sca11nlr喝WaS donc with thc aid of an  

echosou11der and supersorlic currentmeter．  

The ecllOSOu11der traced fish scI100ls at rough bottomed areas near Kall痛10Shima  

and Mil〈isaki．The frcqucncy of fish schoolappearance changedwith the steepnessofthe  

Slol）e Qf仁Ile banl（，bei11g Z5，50andlOO％for the depth cha11ge per Ship’s one mintlte  

Cl・uise（308．7Illlong）ofless than5nl，5・13m a11d more tllan34nl，reSPeCtively．In coastal  

Ct汀reIltS t王1at flowed eastwarれthe fish scllOOIs al）peared over the top and westside slope  

Of the banlく，WllereaSi‡1WeStWa王◆d currents，they a‡）peared over the eastside slope．Tlle  

distance frorllSea bottor】1tO tlle Center Of the risllSCllOOIvaried dillrnai】y．  

The1110de of distribtlとio王10f tIle distancelVaSl）etWeenlO a！1d20111in daytinle and  

a＝癌址bしitin earIy nlOnlingit becanle Oto5m．  

Key wo「ds：rish scllOd仙1g   

熊野灘沿岸海域は本邦屈指の漁業生産域で，釣・刺網・巻綱・定置網等の各種漁業が営まれて  

いるが，それぞれの好適漁場は限られた海区に出現している。   

本研究ほこれらの漁場特性を考究するための基礎的研究として，先づこの海域における縁戚地  

形と魚群分布の関係について検討した。  

練習船磯水丸研究凝凝   
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F；g．ト′rrack of the ship and the positiollS W】1ere the fish schooIs were observed－  
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実験の方法  

調査はFig．1に示す三蕊県大王崎の南方2．3海里の地点から，同県三木時の沖合1．7梅里にか  

けての治辟海域を，本学練習船静水九で1982年11月11日から同月14日までの問に，速力10Kt で  

8往復して行われた。その560梅里に及ぶ全航程で，同船に搭載されている魚群探知機（FWG  
T－42ブルノ）を紙送り速度毎分3mmで作動させ，海底地形と魚群の魚付状況を記録した。レン  

ジほ0から400mにセットし，周披数ほ28KHzを使用した。また同時に超音波潮流計（CI－20  

フルノ）を用いて，調査海域の水深5m，50ⅠⅥ，75nl層の三層について，5分間間隔の流向・流  

速平均偲を測窟した。さらにFig．2に示す各点において，B．T．及びC．T．D．観測を行って，調  

査海域の海洋構造を知るための資料を得た。  

Fig．3．Depth colltOtlrS．  

結  果   

地形について   

Fig．3に示す等深線図によってこの海域の海底地形の概要を観察する。   

陸棚の境を示す200nl等深線は三木崎朝から北衆に向かい，紀伊凝島，南島地区の海岸線に沿  

って緩やかに湾曲して志摩半厳に向かっている。   

志摩半島沖には大鶴，小島，神ノ島を海面上に現わした志摩海脚があり，200m等深線は神ノ鳥  

の南方4淘偲からその方向を東北東に変えている。   

また調査海域の200m以深の等深線間隔は狭く，l簸棚選ば急峻であるが，これらの等深線はお   
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おむね陸岸と平行である。例外ほ三木時の沖に尾鷲梅谷があり，志摩半島の沖に志摩梅脚があっ  

て，これらの海区においセ 

静水丸による航走調査は水深50mから 300111の海区を沖合コースと陸側コースに分けて往復し  

て実施した。したがって三水崎沖と志摩海脚部では等深線を横切って航起したことになって，海  

底地形の変化状況をかなりよく記録出来た。  

恥thy伽r㈹g帽phくt－m）  
M蔓l（・  9 」」仙J  

5  C  D    6  1  

Fig，ヰ・Vel・LicaldisけibしItion of tlle telⅥperature Of sea water，   

海況について   

観測結果による沿辟側と沖合側の水温車窓分布はFig．4のようで，神ノ偽の東方域（①から⑤）  

には水温の低い水塊が存在することがわかった。   

また塩分垂麿分布はFig．5のようで，⑤では他の水城に比べて低かんな水塊が表層部を覆って  

いることがわかった。   

過密披潮流計によって算出された資料によって，航跡上の924ヶ所における5m，50m，75m  

各層の流向流速の水平分力を求めた結果がFi圭ざ．6－a，b，Cである。   

各図によって調査海域における漸潮流の概況をみると，全体的には等深線に沿った0．5Ktから  

1．5Ktの東流が卓越していると慕えよう。深さによる差は75m層でその流速が他の層よりやや遅   
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F；g．5．＼7ertical（listril）utio110f the saliIlity of seaⅥ，atel‘・  

Fig．6，a，b．c．Vek祀汗y andくIirectio110f the ctlrre11t・  
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い外，大きな差はないと云えよう。   

さらに局地的な特性について検討すると，尾鷲梅谷と志摩甑脚部付近に淘底地形の形蘭がうか  

がわれる。前者で惚流向が酉或いは南に向かっている場合が多く，付近に渦流が形成されている  

ことが推察され 後者では海脚の汐上に当る登別別科耐こ1．5Ktから2．OKtの強流がみられる。ま  

た淘脚の東側斜面の北都に当る神ノ梅の束方海区では，北龍や北酉流が観測され，その流速は5  

m層で0．3Ktから1．0葺くt，50m層と75m層では0，2Ktから0．5Ktであった。このことばこの海区  

に淘囲を流れ過ぎた衆流のl謝抑制面に発生した過流が存在することを示していると考えた。  

F；g・7・An exa11叩‡e of tlle eChosouIl（lel－l・eCOrdings．   

魚群探知機に記録された魚群像について   

砂水丸の航走に伴って魚群探知機の記録紙にはFig．7に示すような魚群像が多数記録された。  

これらの映像ほDSLなどの反射像とは明らかに区別され，航跡下に生息する魚群からの反射イ象と  

考えられた。   

使周した魚群探動機の性能から，これらの魚群を数鼠的に処理することが出来なかったので，  

夙に細線でかこんで示すように，近くにある血団の塊状群を血括して山魚群とみなして扱った。  

その結果，別儀側聞中に274ヶ所で魚群雄図が記録され，それらの位置をFig．1に○郎で示した。   

図によれば魚群がよくみられた海区ほ，三木明朝の尾鰭海谷に臨む陸棚線辺部と南ぬ沖の陸棚  

上及び志摩封別邸部周辺の三区に大別される。  

考  察  

魚群探知機の記録紙に現れた魚群について，その構成魚種を知ることは敢も基本的な事項であ   
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る。   

静水丸の綱恋中，商磯沖では夜間にしばしばサンマ Co～0～αムgβざaわⅥの浮上がが確認され，  

魚群像の深さから判断して，南島沖の魚群傾はこれらのサンマ魚群であると考えた。   

三木噂潮と志摩淘脚付近の魚群については，漁動こよる調査を考えたが，両極区とも通航船が  

多い航路上であったため，勢水九を止めての作業が不可能であった。山方，志摩地区での聞き取  

り網姦によると，この時期に神ノ偽周辺では30c！門前後のイナダ5新病流＝脚ね研削Ⅶ鉱油が一本  

釣漁船によって多数漁獲されていることが判った。記録紙の魚群像の深さと位置を検討し，これ  

らの魚群をイナダの魚群であろうと推定した。   

尾鷲梅谷付近の魚群については魚槻が不明であるが，威生魚であることは間違いなかろう。   

魚群條の多い海区の海洋環境   

Fig．6－a，b，CとFig－1によって志摩淘脚部をみると，撤脚の汐上部に当る酉側斜面からその頂  

部にかけての梅区で魚群像が多くみられる。また袖ノ鵜の東方渦虜にも魚群が多いが，この海区  

も北，あるいは西に向かう流れに対する汐上斜面である。これに比べ束流域内の御印汐下側の斜  

面に当る東側の斜面部には魚群が全くみられなかった。   

人工魚礁近くの魚付について精細な調査を行った岡本ら（1979）の報告でも，流速10cm／sec  

から15clll／secという流れがある時，魚礁の蔽上にメバルSeゐαggeg‡すieγれ～ぶの魚付が出現す  

ると去っている。また湖付のマグロ敷も礁の麗上と汐上側近くで釣基準が商いと云う花本ら  

（1964）の報告乳 多くの調査結果と同様な結果が得られた。   

坂本（1984）は勢水丸が1981年11月12日に行った調査結果から，神ノ鳥の東方9溢曳から10海  

里にあたる34¢－14′N，137㌧用3‘Eに北東から撞ほ引こ延びる顕著な湖‡㌻針観測し，その北側は沈  

降流観 南側ほ湧昇域となって，付近は魚卵や仔稚魚の数巌が他海域とは比較にならない程多厳  

に採凝きれる生魔性の棲めて商い水城を形成していると報告し，このことば付近の海底の深浅と  

鯉関係ではないとしている。   

本調査が行われた期間にもi司姥の海況が形成されていることがうかがわれ，神ノ島周辺の好漁  

場もこのことと関連があると考える。   

三木噂沖の魚群像については，湘軍観測資料が乏しく，十分な考察が出来ないが，尾鷲海谷の  

存在に関連した湧昇流の彩管が考えられる。熊野灘治塵側に存在する海谷に臨む陸棚の縁辺部で  

冬期にアカカマス動的相川町両脚諭 2オ魚の緻密魚群がよく出現していることなど，梅谷近  

くではしばしばよく似た漁況が現われるので，今後ほ周辺海域の梅灘と漁況についての路細な調  

査を行いたい。   

海底地形と魚付について   

魚群探知機の紀録祇に魚群像が現れる個所について，その付近の海底地形と魚付の関連を検討  

するため，全航程の纏底反射像によって航走時間1分毎の水深変化（nl）を求めて，海底起伏の度  

合を示す指標としたところ，1分間の航起経線308．7mに対してOmから40nlの水深変化がみと  

められた。   

そこで1分間隔で区切った記録紙上の区間に魚群橡があったか否かをしらべ，その区間内での  

水深変化（nl）秘に分難して魚群傑出硯の督分率を求めたところ，Fig．8に示すようになった。   

図から海底の起伏がけわしい程魚付が多い傾向がうかがわれ，308．7nl当I）で13mから12mの水  

深変化がある所で50％魚付がみられ，34m以上というけわしい梅底の上部でほ100％魚群がつい  

ていた。   
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Fig・8・Frequcncy of the appearance of fish sehooIs（％），COrrelated with the steepness of the  

Slope of ttle SpLlr．  

Ordj11ate：Freque王1Cy Of rish schoolappeara11Ce．  

A！）SCissa：Depth c‡1a11ge Per Silil）’slnli11Ll【e cl・uise（308．7111）．  

押
 2

 

－
 
■
 
 
 
 
－
 
 
 
－
 
 
 
－
 
 
 
【
 
 

0
 
 

●
●
 
 

●
●
 
 
 ●  

●
●
 
 

●
＿
■
●
●
 
●
－
 
 

●
・
 ．

 
 ．

 
・
 
 

●
叫
 
 

ノ
・
．
・
●
 

．
 
 

●
 
 

′
．
 
●
 
●
●
 
 

● ●●  

●● ●   

● ●     ●     ●  

●   ■  ● ▼  

● ●    ●   ●  

トーーーーーl■■－l－・l－l－  

1  5 10 20 40（○）  

Fig▲9・lleigtlt（nl）鋸1dincli帽tio11angle（○）of抽e sI）urS Ol）SerVed．  



山口神山郎・陣野村朗・莱摘「勇・内‡調 誠・川服俊二  

）
 
 
0
 
 
 
0
 
 
0
 
 

m
 
O
 
O
 
 
5
 
 

（
 
 
2
 
 
 
 
t
・
－
 
 

1  5 10 20 40（○）  
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このことば航程止の局部的な地形について検討した結果であるが，魚付に彩せを及ぼす縁戚地  

形は突出部の盛り上りを海底基部からの立体的な規模で考える必要があろう。   

そこで全部の託濠養う紙上の海底條で突出部と認められる個所について，隣接する徹底の基部から  

その頂」ニ迄の高さ（m）を求め，頂上への傾斜角（○姥発出したところ，調査した航跡下の海底突出  

部の規模はぎig．9のようになり，傾斜角が0．10から400の範囲で高さが1．51Ⅵから170mに及ぶ192  

ケ研が記録されていた。   

これらの発たil部の中で，そのj‡ほ‡；に魚群像がみられたもののみをFig．10に示す。図をみると  

Fig．9から130ヶ所が披け62ヶ所となっているが，高さ20mと臓糾角100を結ぶ麗細から左下方に  

は魚付のある突出部が細い。このことはこの海区において魚付が期待出光る突出部の規戯の基準  

を示しているものと考える。   

魚類の戚都塵儲に関しては水中の光燭境や摂研琴に関連した周期性があると云われ，岡本ら  

（1979）は魚礁に兼まるメバルの魚群は日中に多く，目出を起点として成群となると報督している。  

また三次ら（1972）は魚群探知機によって魚礁土に魚群が現われる‡ヨ周変化について，糾マズメ  

が敢も多〈出現し，昼間，夜瀾，タマズメの出現個数の約2倍であったと報告している。   

本調悉において志摩海脚部の礁の直上を航麗した時に，魚群探知機の記録紙に現われた塊状の  

魚群像34ヶについて，その出現時刻によって夜間（20時～04時）糾マズメ（0那キ～08幡）農聞（08  

時～16時）タマズメ（16時～20時）に別けたところ，それぞれの時間常に出現した回数ほTal）1el  

のNに示すようであ った。各時牒膵附こ同海区を縦走した回数ほ同衷の乃に示すようであったので，  

Nを乃で割って1航遇あたりの出現回数を求めたところ，表の右端に示すようになi），三次らの  

報告と【1㈲似た結果となi），朝マズメにおける魚群出現個数は他の1．4～4．0倍となった。   

次にこれらの塊状魚群の中心を記録紙に現われた魚群イ象の中央に惜産し，この点とその政下の  

海底迄の距離を求めて魚群の練成距離として傑l示したところ，Fig．11のようになった。図から蝕   



梅底地形と魚付  

Tab－eトDiしIrnalal）pearaIICe Of rish scllOOIs oveI－Si111a SpLlr  

S．M．′r．：S重1ip’slllean tiIlle．  

N：FreqtleIICy Of fish sc王1001鋸）1）earanCe．  

121  

Nigi宜  

Eal・】yiⅥOr両11g  

Daytillle  

EveIllng  

Night  

20・｝04h  

F噛・】トDit汀11alchange of the（1ista11Ce fro111t】1e Sea  

l）OttO汀11て the cellter Of fistlSChool．  
Ea「ly  
morning   

O4－08h  

群は全体にみて海底から50m迄と各胤こ広く分布  

しているが，25m未満か多いことが判る。このこ  

とはこれらの魚群は礁に麗接接触する型でない中  

層魚の群であることを示している。また図から魚  

群は桝マズメにはその離底距離が短縮し，海底に  

片寄った分布を示し，この期間に摂囲活動が活発  

なことが推察される。   

今後はより狭い海区内に過当な礫を選び，これ  

を取りまく周囲の環境薬園の変化をしらペながら  

魚群の蛸糸状況を検討し，魚付現象の動的な調査  

を行いたいと考えている。  

Ddytlme  
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